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Y
uuki 

　

本
稿
は
、
二
〇
一
七
年
五
月
三
日
～
七
日
に
淡
路
・
讃
岐
・
備
前
・
播
磨
・
摂
津
の
万
葉
故
地
を
廻
っ
た
調
査
の
一
部
を
も
と
に
し
て

い
る
。
掲
出
す
る
万
葉
歌
の
「
訳
文
」
は
『
萬
葉
集
』（
塙
書
房
）、「
大
意
」「
語
釈
」「
釈
文
」
は
伊
藤
博
『
萬
葉
集
釋
注
』（
集
英
社
）、

阿
蘇
瑞
枝
『
萬
葉
集
全
歌
講
義
』（
笠
間
書
院
）
を
引
用
し
、
適
宜
追
加
し
た
。

五　

淳
仁
天
皇
陵

　
　
　
　

天
平
宝
字
元
年
十
一
月
十
八
日
に
内
裏
に
し
て
肆
宴
し
た
ま
ふ
歌
二
首

　

⑼　

天
地
を　

照
ら
す
日
月
の　

極
み
な
く　
　
　

天
地
を
照
ら
す
日
月
、
こ
の
日
月
と
同
じ
に
、
天
皇
の
御
代
は
果
て
し
も
な
く

　
　
　

あ
る
べ
き
も
の
を　

何
を
か
思
は
む　
　
　
　

続
く
も
の
な
の
だ
、
な
の
に
、
何
を
思
い
煩
う
こ
と
が
あ
ろ
う
ぞ
。

　
　
　
　

右
の
一
首
、
皇
太
子
の
御
歌
（
皇
太
子
）

（
巻
二
十
・
四
四
八
六
）　

　

⑽　

い
ざ
子
ど
も　

狂た
わ

わ
ざ
な
せ
そ　
　
　
　
　
　

皆
の
者
よ
、
狂た
わ

け
た
振
る
舞
い
だ
け
は
し
て
下
さ
る
な
。

　
　
　

天
地
の　

堅か
た

め
し
国
そ　

大
和
島
根
は　
　
　

天
地
の
神
々
が
造
り
固
め
た
国
な
の
だ
。
こ
の
大
和
島
根
は
。

　
　
　
　

右
の
一
首
、
内
相
藤
原
朝
臣
奏
す
。（
藤
原
仲
麻
呂
）

（
巻
二
十
・
四
四
八
七
）　
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天
平
宝
字
元
年
（
七
五
七
）
十
一
月
十
八
日
（
太
陽
暦
一
月
二
日
頃
）
に
行
わ
れ
た
、
宴
で
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
肆
宴
は
ト
ヨ
ノ

ア
カ
リ
と
読
ま
せ
る
。
豊
明
節
会
は
、
宮
中
で
の
大
嘗
祭
・
新
嘗
祭
の
翌
日
、
豊
楽
殿
で
行
わ
れ
る
宴
会
。
陰
暦
十
一
月
な
か
の
辰
の
日

（
大
嘗
祭
の
時
は
午
の
日
）、
天
皇
が
そ
の
年
の
新
穀
を
食
し
、
群
臣
に
も
こ
れ
を
た
ま
わ
る
宴
で
あ
る
。

○
天
地
を
照
ら
す
日
月
の
極
み
な
く　

天
地
い
っ
ぱ
い
に
わ
た
っ
て
光
を
照
ら
す
太
陽
や
月
の
よ
う
に
限
り
な
く
の
意
。
○
何
を
か
思
は

む　

何
を
不
安
に
思
っ
た
り
す
る
も
の
か
の
意
。
○
皇
太
子　

舎
人
皇
子
の
子
、
大お

お
い炊
王
。
こ
の
年
の
四
月
四
日
に
立
太
子
。
後
の
淳
仁

天
皇
。
○
い
ざ
子
ど
も　

宴
で
目
下
の
者
を
呼
ぶ
と
き
の
慣
用
句
。
○
狂
わ
ざ
な
せ
そ　

た
わ
け
た
振
る
舞
い
は
す
る
な
の
意
。「
な
―

そ
」
は
禁
止
の
用
法
。
橘
奈
良
麻
呂
の
叛
乱
を
背
景
に
し
て
言
っ
た
語
。
○
天
地
の
堅
め
し
国
ぞ　
「
天
地
」
は
前
歌
の
天
地
を
承
け
る
。

○
大
和
島
根
は　
「
大
和
」
を
海
上
か
ら
陸
地
と
し
て
見
た
語
。
海
に
力
強
く
根
を
張
っ
て
い
る
聖
な
る
国
の
意
と
思
わ
れ
る
。

◆
淡
路
島
に
配
流
さ
れ
た
天
皇　

四
四
八
六
歌
は
、
大
炊
王
の
歌
で
あ
る
。
大
炊
王
は
、
天
武
天
皇
の
孫
に
あ
た
り
、
父
は
舎
人
皇
子
。

天
平
勝
宝
九
歳
（
七
五
七
：
八
月
に
天
平
宝
字
と
改
元
）
三
月
、
前
年
、
聖
武
太
上
天
皇
の
遺
詔
に
よ
っ
て
立
っ
た
道
祖
皇
太
子
（
天
武

天
皇
の
孫
、
新
田
辺
皇
子
の
子
）
が
孝
謙
天
皇
の
発
議
に
よ
っ
て
廃
さ
れ
た
。
道
祖
王
は
、
諒
闇
に
あ
っ
て
慎
み
が
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、

舎
人
皇
子
の
子
か
ら
皇
太
子
を
選
ぶ
べ
き
だ
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
船
王
、
池
田
王
、
大
炊
王
の
名
が
挙
が
っ
た
。
し
か
し
、
船
王
は
「
閨

房
修
ま
ら
ず
」
池
田
王
は
「
孝
行
闕
く
こ
と
あ
り
」
い
っ
て
退
け
ら
れ
た
。
さ
ら
に
新
田
辺
皇
子
の
子
、
塩
焼
王
も
挙
が
っ
た
が
、
太
上

天
皇
時
代
に
無
礼
の
こ
と
あ
り
、
と
い
う
こ
と
で
退
け
ら
れ
、
大
炊
王
に
つ
い
て
「
唯
、
大
炊
王
、
未
ダ
長
壮
に
ア
ラ
ズ
ト
雖
モ
、
過
悪

ヲ
聞
カ
ズ
。
コ
ノ
王
ヲ
立
テ
ム
ト
欲
フ
」
と
い
う
見
解
が
あ
り
、
四
月
に
は
皇
太
子
と
な
っ
た
。

◆
参
考

○
押
勝
、
進
退
拠
を
失
ひ
、
即
ち
船
に
乗
り
て
浅
井
郡
塩
津
に
向
ふ
。
忽
ち
逆
風
有
り
て
、
船
漂
没
せ
ん
と
す
。････

更
に
山
道
を
取

り
て
直
ち
に
愛
発
を
指
す
。
伊
多
智
ら
こ
れ
を
拒
ぎ
て･･･

押
勝
即
ち
ま
た
還
り
て
高
嶋
郡
三
尾
埼
に
到
り
、
佐
伯
三
野
、
大
野
真
本
ら

と
相
戦
ふ
こ
と
午
よ
り
申
に
及
び
て
官
軍
の
疲
頓
な
り
。･･･

押
勝
遥
か
に
衆
の
敗
る
る
を
望
み
て
船
に
乗
り
て
亡
げ
、
諸
の
将
、
水
陸

両
道
よ
り
こ
れ
を
攻
む
。
押
勝
、
勝
野
の
鬼
江
を
阻
み
、
鋭
を
尽
し
て
拒
ぎ
戦
ふ
。
官
軍
、
こ
れ
を
攻
め
撃
つ
。
押
勝
の
衆
潰
え
て
、
独

り
妻
子
卅
四
人
と
船
に
乗
り
て
江
に
浮
ぶ
。
石
楯
獲
へ
て
こ
れ
を
斬
る
。
及
び
そ
の
妻
子
徒
党
卅
四
人
皆
こ
れ
を
江
の
頭
に
斬
る
。（『
続

日
本
紀
』
㈣
‐
天
平
宝
字
八
年
九
月
条
‐
四
五
頁
）
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○
帝
の
位
を
ば
退
け
賜
ひ
て
、
親
王
の
位
賜
ひ
て
淡
路
国
の
公
と
退
け
賜
ふ
…
…
。
事
畢
り
て
、
公
と
そ
の
母
と
を
将
ゐ
て
小
子
門
に
到

り
、
道
路
の
鞍
馬
を
処
め
て
騎
せ
し
む
。
右
兵
衛
督
藤
原
朝
臣
蔵
下
麻
呂
、
配
所
に
衛
り
送
り
て
、
一
院
に
幽
む
。
勅
し
て
曰
は
く
、「
淡

路
国
を
大
炊
親
王
に
賜
ふ
。
国
内
に
有
て
る
官
物
調
庸
等
の
類
は
そ
の
用
ゐ
る
所
に
任
す
。
但
し
出
挙
の
官
稲
は
一
ら
常
の
例
に
依
れ
」

と
の
た
ま
ふ
。（『
続
日
本
紀
』
㈣
‐
天
平
宝
字
八
年
十
月
条
‐
二
九
頁
）

六　

藤
江
の
浦

　

⑼　

荒
た
へ
の　

藤
江
の
浦
に　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
ら
た
へ
の
原
料
の
藤
と
名
の
付
く
藤
江
の
浦
に

　
　
　

す
ず
き
釣
る　

海
人
と
か
見
ら
む　

旅
行
く
我
を　
　
　
　
　
　
　

鱸
を
釣
る
海
人
を
み
る
の
だ
ろ
う
か
。
旅
行
く
私
は
。

　
　
　
　

一
本
に
云
は
く
「
白
た
へ
の　

藤
江
の
浦
に　

い
ざ
り
す
る
」　 

或
る
本
で
言
う
に
は
「
白
た
へ
の
原
料
の
藤
の
名
の
付
く
藤　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

江
の
浦
で
漁
を
す
る
」

（
巻
三
・
二
五
二
）

○
荒
た
へ
の　
「
荒
妙
の
材
料
で
あ
る
藤
」
と
い
う
つ
づ
き
で
「
藤
」
を
含
む
地
名
「
藤
原
」「
藤
井
」「
藤
江
」
に
か
か
る
枕
詞
。（
巻
一
・

五
〇
）
の
「
藤
原
の
宮
の
役
民
の
作
る
歌
」
に
「
や
す
み
し
し　

我
が
大
君　

高
照
ら
す　

日
の
皇
子　

荒
栲
の　

藤
原
が
上
に
…
」
と

あ
る
。
藤
蔓
の
布
の
意
。
○
藤
江
の
浦　

明
石
市
西
部
。
野
島
の
北
星
。
藤
井
の
浦
と
も
い
う
。
現
在
、
山
陽
電
鉄
藤
江
駅
～
江
井
島
一

帯
の
海
浜
を
さ
す
か
。
○
す
ず
き　

鱸
の
こ
と
。
瀬
戸
内
海
沿
岸
部
に
多
い
浅
海
魚
。
晩
春
か
ら
初
秋
に
か
け
て
よ
く
釣
れ
る
と
い
う
。

○
海
人
と
か
見
ら
む　

見
知
ら
ぬ
人
は
私
を
漁
師
と
見
る
で
あ
ろ
う
か
、
の
意
。「
海
人
」
の
原
文
は
「
白
水
郎
」。「
白
水
郎
」
は
、
中

国
揚
子
江
河
口
付
近
に
住
み
、
漁
撈
を
生
業
と
し
て
い
た
住
民
（
男
子
）
の
称
。
万
葉
の
「
あ
ま
」
は
男
女
双
方
に
い
う
。
○
旅
行
く
我

を　

官
命
に
よ
っ
て
旅
行
く
私
な
の
に
。

七　

網
の
浦
（
讃
岐
国
）

　
　
　

讃
岐
国
の
安あ

益や

郡
に
幸
す
時
に
、
軍
王
、
山
を
見
て
作
る
歌

　

⑽　

霞
立
つ　

長
き
春
日
の　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

霞
の
立
つ
長
い
春
の
日
が
、
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暮
れ
に
け
る　

わ
づ
き
も
知
ら
ず　
　
　
　
　
　

い
つ
暮
れ
た
の
か
わ
け
も
わ
か
ら
ぬ
ほ
ど

　
　
　

む
ら
肝
の　

心
を
痛
み　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
の
胸
の
う
ち
が
痛
む
の
で
、

　
　
　

ぬ
え
こ
鳥　

う
ら
嘆
け
居
れ
ば　
　
　
　
　
　
　

ぬ
え
こ
鳥
の
よ
う
に
忍
び
泣
き
を
し
て
い
る
と
、

　
　
　

玉
だ
す
き　

か
け
の
宜
し
く　
　
　
　
　
　
　
　

玉
襷
を
懸
け
る
と
い
う
で
は
な
い
が
、
懸
け
て
想
う
の
に
具
合
よ
ろ
し
く
、

　
　
　

遠
つ
神　

我
が
大
君
の　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

輝
か
し
い
我
が
大
君
の

　
　
　

行
幸
の　

山
越
す
風
の　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

お
出
ま
し
の
地
の
山
向
こ
う
の
故
郷
の
方
か
ら
カ
ミ
の
運
ん
で
く
る
風
が
、

　
　
　

ひ
と
り
居
る　

我
が
衣
手
に　
　
　
　
　
　
　
　

ひ
と
り
で
い
る
私
の
衣
の
袖
に
、

　
　
　

朝
夕
に　

反
ら
ひ
ぬ
れ
ば　
　
　
　
　
　
　
　
　

朝
な
夕
な
、
帰
れ
帰
れ
と
吹
き
返
る
も
の
だ
か
ら
、

　
　
　

ま
す
ら
を
と　

思
へ
る
我
も　
　
　
　
　
　
　
　

り
っ
ぱ
な
男
子
だ
と
思
っ
て
い
る
私
と
し
て
か
ら
が
、

　
　
　

草
枕　

旅
に
し
あ
れ
ば　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

遠
い
旅
空
に
あ
る
こ
と
と
て
、

　
　
　

思
ひ
遣
る　

た
づ
き
を
知
ら
に　
　
　
　
　
　
　

思
い
を
晴
ら
す
す
べ
も
知
ら
ず
、

　
　
　

網
の
浦
の　

海
人
娘
子
ら
が　
　
　
　
　
　
　
　

網
の
浦
の
海
人
娘
子
た
ち
が

　
　
　

焼
く
塩
の　

思
ひ
そ
燃
ゆ
る　
　
　
　
　
　
　
　

焼
く
塩
の
よ
う
に
、
た
だ
焼
け
焦
が
れ
て
い
る
。

　
　
　

我
が
下
心　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
あ
、
切
な
い
我
が
胸
の
う
ち
よ
。

（
巻
一
・
六
）

○
安
益
郡　

香
川
県
紋
歌
郡
東
部
。
○
軍
王　

舒
明
朝
に
渡
来
し
た
百
済
王
子
余
豊
璋
か
。
こ
の
歌
は
、
斉
明
七
（
六
六
一
）
年
の
作
ら

し
い
。「
軍
王
」
は
コ
ニ
キ
シ
ノ
オ
ホ
キ
ミ
と
読
む
が
、
定
説
は
な
い
。
古
代
朝
鮮
語
で
、「
コ
ニ
」
は
大
の
意
、「
キ
シ
」
は
君
の
意
か
。

コ
ニ
キ
シ
は
百
済
王
族
の
渡
来
人
に
与
え
ら
れ
た
姓
。
○
霞
立
つ　
「
春
日
」
の
修
飾
語
、
枕
詞
的
用
法
。
○
長
き
春
日　

当
時
、
春
の

日
は
長
く
、
秋
の
日
は
短
い
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
○
わ
づ
き　

区
別
さ
れ
た
情
態
の
意
か
。
孤
語
で
他
に
例
が
な
い
。「
わ
き
」（
区
別
）

と
「
た
づ
き
」（
状
態
）
と
が
混
線
し
た
形
か
と
も
い
う
。
○
む
ら
き
も
の　
「
心
」
の
枕
詞
。「
む
ら
き
も
」
は
「
群
胆
」
で
心
臓
・
肝

臓
・
肺
臓
・
胆
嚢
な
ど
、
群
が
る
臓
器
の
意
。
人
間
の
思
い
の
根
源
で
あ
る
心
を
臓
器
と
見
る
発
想
は
万
葉
歌
に
多
い
○
心
を
痛
み　

心

が
痛
い
の
で
。「
痛
み
」
は
「
痛
し
」
の
ミ
語
法
。
万
葉
に
頻
出
す
る
。
○
ぬ
え
こ
鳥　

と
ら
つ
ぐ
み
。「
こ
」
は
愛
称
。「
ぬ
え
鳥
」
と
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も
。
悲
し
そ
う
に
鳴
く
。
こ
こ
は
「
う
ら
泣
き
」
の
枕
詞
。
○
う
ら
泣
き
居
れ
ば　
「
う
ら
泣
く
」
は
心
の
内
で
泣
く
意
。
○
玉
た
す
き　

神
祭
り
の
折
に
懸
け
る
襷
で
、「
懸
く
」
の
枕
詞
。「
玉
」
は
魂
の
意
を
こ
め
る
ほ
め
言
葉
。
○
懸
け
の
よ
ろ
し
く　

か
か
わ
ら
せ
る
の
に

う
っ
て
つ
け
に
、
の
意
。「
か
ひ
ら
ひ
ぬ
れ
ば
」
に
続
く
。
○
遠
つ
神　
「
我
が
大
君
」
の
枕
詞
。
遠
い
昔
の
天
つ
神
の
よ
う
な
、
の
意
。

天
つ
神
の
血
筋
を
受
け
る
天
皇
を
尊
ん
で
い
う
。
○
山
越
す
風　
「
越
す
」
は
「
越
ゆ
」
の
他
動
態
で
、
越
え
さ
せ
る
、
運
ぶ
、
の
意
。

人
・
鳥
獣
に
は
「
越
ゆ
」、
風
・
浪
な
ど
に
は
「
越
す
」
と
い
う
。
こ
れ
は
、
風
や
浪
は
そ
れ
自
体
が
越
え
る
の
で
は
な
く
、
山
の
神
や

海
の
神
が
越
え
さ
せ
る
と
い
う
、
古
代
人
特
有
の
自
然
観
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
ら
し
い
（
木
下
正
俊
「『
来
す
』
と
『
越
す
』」
万
葉
第

二
十
三
号
）。
○
ひ
と
り
居
る　

故
郷
に
置
い
て
き
た
妻
に
対
し
て
い
っ
た
も
の
。
万
葉
の
「
ひ
と
り
」
は
、
好
き
な
人
と
離
れ
て
一
人

あ
る
こ
と
を
悲
し
ん
で
い
う
場
合
が
多
い
。
○
衣
手　

着
物
の
手
に
あ
た
る
部
分
で
、
袖
の
意
。
転
じ
て
着
物
全
体
を
も
い
う
。
○
か
へ

ら
ひ
ぬ
れ
ば　

袖
を
ひ
る
が
え
し
て
風
が
吹
く
さ
ま
。
望
郷
の
念
を
示
す
句
で
、
こ
の
歌
の
中
心
と
な
る
表
現
。「
か
へ
ら
ふ
」
は
「
か

へ
る
」
の
継
続
態
。「
ふ
」
は
動
作
の
反
復
を
表
わ
す
助
動
詞
。
○
ま
す
ら
を　
「
益
ら
男
」
で
、
心
身
と
も
に
立
派
な
男
子
の
意
。「
た

わ
や
め
」
の
対
。
宮
廷
官
人
で
あ
る
こ
と
を
誇
る
意
識
を
背
景
に
使
わ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
宮
廷
機
構
の
充
実
す
る
天
武
・
持
統
朝
頃
か

ら
頻
出
す
る
。
こ
こ
は
集
中
の
最
も
早
い
例
。
○
草
枕　

旅
の
枕
詞
。
草
を
枕
に
寝
る
苦
し
い
旅
、
の
意
。
○
旅
に
し
あ
れ
ば　
「
旅
」

は
異あ

だ
し
が
み神の
支
配
す
る
、
家
郷
以
外
の
地
に
在
る
こ
と
。
○
思
ひ
遣
る　

心
の
憂
さ
を
追
い
払
う
意
。
○
た
づ
き
を
知
ら
に　
「
た
づ
き
」

は
「
手
付
き
」
で
、
手
が
か
り
、
手
段
。
○
網
の
浦　

香
川
県
坂
出
市
の
海
浜
。
○
焼
く
塩
の　

塩
は
海
水
を
浸
み
こ
ま
せ
た
海
藻
を
焼

い
て
作
っ
た
。
以
上
三
句
は
序
詞
。「
思
ひ
ぞ
焼
く
る
」
を
起
こ
す
。
○
思
ひ
ぞ
焼
く
る　
「
焼
く
る
」
は
下
二
段
「
焼
く
」
の
連
体
形
。

自
然
に
焼
け
て
く
る
、
の
意
。
○
下
心　
「
下
」
は
も
の
に
覆
わ
れ
て
見
え
な
い
内
側
を
い
う
。
心
底
、
心
奥
の
意
。

　
　
　

反
歌

　

⑾　

山
越
し
の　

風
を
時
じ
み　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
越
の
風
が
た
え
ず
袖
を
ひ
る
が
え
す
の
で

　
　
　

寝
る
夜
お
ち
ず　

家
な
る
妹
を　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

夜
ご
と
夜
ご
と
、
家
に
待
つ
妻
、
あ
の
愛
し
い
妻
を
、
私
は
吹
き

　
　
　

か
け
て
偲
ひ
つ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
え
る
風
に
事
寄
せ
て
は
偲
ん
で
い
る
。

（
巻
一
・
六
）
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○
山
越
し
の
風
を
時
じ
み　
「
時
じ
」
は
、
時
が
定
ま
っ
て
い
な
い
意
の
形
容
詞
。「
時
じ
み
」
は
「
時
じ
」
の
ミ
語
法
。
○
寝
る
夜
落
ち

ず　

寝
る
夜
は
一
晩
も
欠
け
る
こ
と
な
く
毎
晩
、
の
意
。
〇
家
に
あ
る
妹　

家
で
留
守
を
守
っ
て
い
る
妻
。
○
懸
け
て
偲
ひ
つ　
「
懸
く
」

は
上
二
句
と
か
か
わ
る
。

　

右
、
日
本
書
紀
に
検
す
に
、
讃
岐
国
に
幸
す
こ
と
な
し
。
ま
た
軍
王
も
未
だ
詳
ら
か
な
ら
ず
。
た
だ
し
、
山
上
憶
良
大
夫
の
類
聚
歌
林

に
曰
く
、「
記
に
曰
く
、『
天
皇
の
十
一
年
己
亥
の
冬
十
二
月
、
己
巳
の
朔
の
壬
午
、
伊
予
の
温
湯
の
宮
に
幸
す
云
々
』
と
い
ふ
。
一
書
に
、『
こ

の
時
に
、
宮
の
前
に
二
つ
の
樹
木
あ
り
。
こ
の
二
つ
の
樹
に
、
斑
鳩
と
比
米
と
二
つ
の
鳥
大
く
集
け
り
。
こ
こ
に
勅
し
て
、
多
く
稲
穂
を

掛
け
て
こ
れ
を
養
は
し
め
た
ま
ふ
。
よ
り
て
作
る
歌
云
々
』
と
い
ふ
」
と
い
ふ
。
け
だ
し
こ
こ
よ
り
便
ち
幸
す
か
。（

巻
一
・
六
～
七
左
注
）

　

こ
の
左
注
は
、
天
平
十
七
年
（
七
四
五
）
段
階
に
大
伴
家
持
た
ち
が
付
し
た
も
の
ら
し
い
。

○
山
上
憶
良　

奈
良
朝
初
期
の
歌
人
・
学
者
。
天
平
五
年
（
七
三
三
）
没
。「
大
夫
」
は
四
位
、
五
位
の
人
へ
の
尊
称
。
○
類
聚
歌
林　

憶
良
が
編
ん
だ
歌
集
。
散
佚
し
て
今
は
伝
わ
っ
て
い
な
い
。
○
伊
予
の
温
湯　

愛
媛
県
松
山
市
道
後
温
泉
。
○
斑
鳩　

比
米
と
と
も
に
ス

ズ
メ
科
の
小
鳥
。

◆
⑽
、
⑾
は
、
一
筋
縄
に
い
か
な
い
問
題
が
あ
る
。
ま
ず
舒
明
天
皇
の
「
讃
岐
の
国
の
安
益
の
郡
」（
香
川
県
綾
歌
郡
の
東
部
、
国
府
の
あ
っ

た
場
所
）
へ
の
行
幸
が
あ
っ
た
か
ど
う
か
が
、
未
詳
で
あ
る
点
で
あ
る
。
左
注
に
も
あ
る
よ
う
に
、
舒
明
天
皇
の
讃
岐
行
幸
の
記
述
は
史

料
に
な
い
。
左
注
に
は
、
舒
明
天
皇
が
伊
予
行
幸
（
舒
明
十
一
年
十
二
月
）
の
際
、
こ
の
地
に
立
ち
寄
っ
た
と
し
て
い
る
が
、
推
測
に
過

ぎ
な
い
。
そ
し
て
「
軍
王
」
な
る
歌
人
の
存
在
も
未
詳
で
あ
る
。
舒
明
三
年
、
人
質
と
し
て
日
本
の
地
に
来
た
百
済
王
義
慈
の
子
余
豊
璋

と
し
て
い
る
が
、
舒
明
三
年
、
日
本
に
到
来
し
た
余
豊
璋
が
、
舒
明
十
一
年
に
作
歌
に
至
る
期
間
の
短
さ
は
問
題
を
残
す
。
伊
藤
博
氏
は
、

「
原
万
葉
の
人
び
と
に
は
実
像
の
誰
で
あ
る
か
が
知
ら
れ
て
い
た
『
軍
王
』
も
、
時
下
る
編
者
た
ち
（
目
下
の
左
注
を
加
え
た
人
た
ち
、

天
平
十
七
年
〈
七
四
五
〉
頃
の
大
伴
家
持
た
ち
で
あ
っ
た
と
察
せ
ら
れ
る
）
に
は
不
明
と
な
り
、『
軍
王
も
い
ま
だ
詳
ら
か
に
あ
ら
ず
』

と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。」（
釋
注
）
と
し
て
い
る
。

田場裕規：瀬戸内の万葉ノート㈡
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◆
二
〇
一
七
年
五
月
三
日
、
こ
の
歌
に
関
係
す
る
故
地
と
し
て
「
讃
岐
国
府
跡
」
を
来
訪
し
た
。
Ｊ
Ｒ
予
讃
線
の
讃
岐
府
中
駅
付
近
の
讃

岐
国
府
跡
（
香
川
県
坂
出
市
府
中
町
５
０
５
９
）
は
、
綾
川
が
大
き
く
蛇
行
す
る
所
に
あ
り
、
麦
畑
が
広
が
っ
て
い
た
。
古
代
南
海
道
の

河
内
駅
が
国
府
の
横
に
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
木
下
良
氏
は
、「
南
海
道
は
国
府
の
中
央
を
東
西
に
貫
く
『
靑
龍
』
と
呼
ば
れ
る
中
軸

道
路
が
駅
路
で
、
こ
れ
に
直
交
す
る
国
庁
か
ら
北
に
伸
び
る
道
路
が
南
北
中
軸
線
と
考
え
、
河
内
駅
（
坂
出
市
府
中
町
）
は
国
庁
横
に
あ
っ

た
」
と
推
定
す
る
（
木
下
良
監
修
『
完
全
踏
査
続
古
代
の
道　

山
陰
道
・
山
陽
道
・
南
海
道
・
西
海
道
』
一
七
一
頁
）。
舒
明
天
皇
が
伊

予
行
幸
の
折
、
讃
岐
国
府
に
立
ち
寄
っ
た
と
す
れ
ば
、「
山
越
し
の
風
を
時
じ
み
」
の
山
は
い
ず
れ
の
山
な
の
か
が
問
題
に
な
る
。
下
田

忠
氏
は
、「『
山
越
し
の
風
』
は
、
綾
の
松
山
す
な
わ
ち
、
白
峯
山
塊
五
色
台
の
山
を
こ
し
て
都
の
方
か
ら
吹
い
て
く
る
風
を
い
っ
た
も
の

だ
ろ
う
」（
下
田
忠
『
瀬
戸
内
の
万
葉
』
一
一
一
頁
）
を
言
う
。
舒
明
天
皇
の
行
幸
は
確
証
で
き
な
い
が
、
⑽
、
⑾
歌
の
景
観
は
、
歌
の

内
容
や
下
田
氏
の
指
摘
を
も
と
に
考
え
る
と
、「
讃
岐
国
府
跡
」
よ
り
も
も
っ
と
坂
出
市
の
海
岸
に
近
か
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

◆
「
讃
岐
国
府
跡
」
に
は
、
菅
原
道
真
も
赴
任
し
た
。
仁
和
二
年
（
八
八
六
）
正
月
十
六
日
、
讃
岐
国
守
に
任
じ
ら
れ
た
。
四
十
二
歳
の

こ
ろ
で
あ
る
。
近
隣
に
は
鼓
岡
神
社
が
あ
り
、
崇
徳
上
皇
ゆ
か
り
の
地
で
も
あ
る
。

八　

狭
岑
の
島

　
　
　

讃
岐
の
狭
岑
の
島
に
し
て
、
石
の
中
の
死
人
を
見
て
、
柿
本
朝
臣
人
麻
呂
が
作
る
歌
一
首<

并
せ
て
短
歌>

　

⑿　

玉
藻
よ
し　

讃
岐
の
国
は　
　
　
　
　
　
　

玉
藻
の
う
ち
靡
く
讃
岐
の
国
は
、

　
　
　

国
か
ら
か　

見
れ
ど
も
飽
か
ぬ　
　
　
　
　

国
柄
が
立
派
な
せ
い
か
い
く
ら
見
て
も
見
飽
き
る
こ
と
が
な
い
、

　
　
　

神
か
ら
か　

こ
こ
だ
貴
き　
　
　
　
　
　
　

国
つ
神
が
畏
い
せ
い
か
ま
こ
と
に
尊
い
。

　
　
　

天
地　

日
月
と
共
に　
　
　
　
　
　
　
　
　

天
地
・
日
月
と
と
も
に

　
　
　

足
り
行
か
む　

神
の
御
面
と　
　
　
　
　
　

充
ち
足
り
て
ゆ
く
で
あ
ろ
う
そ
の
神
の
御
顔
で
あ
る
と
し
て
、

　
　
　

継
ぎ
来
る　

中
の
湊
ゆ　
　
　
　
　
　
　
　

昔
か
ら
受
け
継
い
で
来
た
こ
の
那
珂
の
港
か
ら

　
　
　

舟
浮
け
て　

我
が
漕
ぎ
来
れ
ば　
　
　
　
　

船
を
浮
か
べ
て
我
ら
が
漕
ぎ
渡
っ
て
来
る
と
、

　
　
　

時
つ
風　

雲
居
に
吹
く
に　
　
　
　
　
　
　

突
風
が
雲
居
遥
か
に
吹
き
始
め
た
の
で
、
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沖
見
れ
ば　

と
ゐ
波
立
ち　
　
　
　
　
　
　

沖
の
方
を
見
る
と
う
ね
り
波
が
立
ち
、

　
　
　

辺
を
見
れ
ば　

白
波
騒
く　
　
　
　
　
　
　

岸
の
方
を
見
る
と
白
波
が
ざ
わ
め
い
て
い
る
。

　
　
　

い
さ
な
と
り　

海
を
恐
み　
　
　
　
　
　
　

こ
の
海
の
恐
ろ
し
さ
に

　
　
　

行
く
舟
の　

梶
引
き
折
り
て　
　
　
　
　
　

行
く
船
の
楫
を
折
れ
る
ば
か
り
に
漕
い
で
、

　
　
　

を
ち
こ
ち
の　

島
は
多
け
ど　
　
　
　
　
　

島
は
あ
ち
こ
ち
多
い
が
、

　
　
　

名
ぐ
は
し　

狭
岑
の
島
の　
　
　
　
　
　
　

中
で
も
と
く
に
名
の
霊
妙
な
狭
岑
の
島
に
漕
ぎ
つ
け
て

　
　
　

荒
磯
面
に　

廬
り
て
見
れ
ば　
　
　
　
　
　

そ
の
荒
磯
の
上
に
仮
小
屋
を
作
っ
て
見
や
る
と
、

　
　
　

波
の
音
の　

繁
き
浜
辺
を　
　
　
　
　
　
　

波
の
音
の
と
ど
ろ
く
浜
辺
な
の
に

　
　
　

し
き
た
へ
の　

枕
に
な
し
て　
　
　
　
　
　

そ
ん
な
と
こ
ろ
を
枕
に
し
て
、

　
　
　

荒
床
に　

こ
ろ
伏
す
君
が　
　
　
　
　
　
　

人
気
の
な
い
岩
床
に
た
だ
一
人
臥
し
て
い
る
人
が
い
る
。

　
　
　

家
知
ら
ば　

行
き
て
も
告
げ
む　
　
　
　
　

こ
の
人
の
家
が
わ
か
れ
ば
行
っ
て
知
ら
せ
も
し
よ
う
、

　
　
　

妻
知
ら
ば　

来
も
問
は
ま
し
を　
　
　
　
　

妻
が
知
っ
た
ら
来
て
尋
ね
も
し
よ
う
に
、

　
　
　

玉
桙
の　

道
だ
に
知
ら
ず　
　
　
　
　
　
　

こ
こ
に
来
る
道
も
わ
か
ら
ず

　
　
　

お
ほ
ほ
し
く　

待
ち
か
恋
ふ
ら
む　
　
　
　

心
配
し
な
が
ら
待
ち
焦
が
れ
て
い
る
こ
と
だ
ろ
う
、

　
　
　

愛
し
き
妻
ら
は　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

い
と
し
い
妻
は
。

（
巻
二
・
二
二
〇
）

○
讃
岐　

香
川
県
。
○
狭
岑
の
島　

塩
飽
諸
島
中
の
沙
弥
島
。
今
は
、
埋
め
立
て
に
よ
っ
て
、
坂
出
と
陸
続
き
に
な
っ
て
い
る
。
○
石
中

死
人　

海
岸
の
岩
石
の
中
に
横
た
わ
る
行
路
死
人
。
○
玉
藻
よ
し　
「
讃
岐
」
の
枕
詞
。
立
派
な
藻
を
産
す
る
の
意
。「
よ
し
」
は
詠
嘆
。

○
国
か
ら　
「
か
ら
」
は
「
柄
」
で
、
素
性
、
品
格
。
○
こ
こ
だ
貴
き　
「
こ
こ
だ
」
は
こ
ん
な
に
も
は
な
は
だ
し
く
の
意
を
示
す
副
詞
。

「
貴
き
」
は
、
上
の
「
か
」
を
承
け
て
結
ん
だ
も
の
。
○
神
の
御
面　

讃
岐
を
讃
え
る
言
葉
。『
古
事
記
』
国
生
み
神
話
に
、
四
国
（
伊
予
）

は
身
一
つ
で
面
四
つ
の
島
と
し
、
そ
の
う
ち
、
讃
岐
は
飯い

い
よ
り
ひ

依
比
古こ

と
い
う
と
伝
え
る
。
○
中
の
湊
ゆ　

那
珂
の
港
か
ら
。
丸
亀
市
西
南
部

中
津
、
金
倉
あ
た
り
、
金
倉
川
の
河
口
付
近
と
い
う
。「
狭
岑
の
島
」
ま
で
、
約
八
キ
ロ
。
○
時
つ
風　

海
岸
地
方
で
毎
日
定
期
的
に
吹
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く
海
陸
風
の
う
ち
、
海
か
ら
の
風
。
○
と
ゐ
波　

大
き
く
う
ね
る
波
。「
と
ゐ
」
は
「
撓た
わ

」
の
意
。「
と
を
よ
る
」（
し
な
や
か
）
の
「
と
を
」

と
同
根
。
○
梶
引
き
折
り
て　

折
れ
る
ば
か
り
に
楫
を
強
く
引
き
寄
せ
て
漕
ぐ
こ
と
を
い
う
。「
梶
」
は
大
型
の
船
に
固
定
さ
せ
て
用
い
る
。

○
荒
磯
面　

ア
リ
ソ
オ
モ
の
約
。
荒
磯
の
表
面
。
○
荒
床　

荒
涼
と
し
て
人
気
の
な
い
寝
床
。
石
中
死
人
の
臥
し
て
い
る
場
所
を
こ
う
い
っ

た
も
の
。
○
こ
ろ
臥
す　
「
こ
ろ
」
は
他
か
ら
の
拘
束
に
よ
ら
ず
自
ら
、
の
意
。「
臥
す
」
は
死
ん
で
横
た
わ
っ
て
い
る
さ
ま
。
敬
避
表
現

の
一
つ
。
○
お
ほ
ほ
し
く　
「
お
ほ
ほ
し
」
は
、
心
が
ぼ
ん
や
り
し
て
晴
れ
な
い
さ
ま
。

反
歌
二
首

　

⒀　

妻
も
あ
ら
ば　

摘
み
て
食
げ
ま
し　
　
　

せ
め
て
妻
で
も
こ
こ
に
い
た
ら
、
一
緒
に
摘
ん
で
食
べ
た
こ
と
も
で
き
た
だ
ろ
う
に
。

　
　
　

沙
弥
の
山　

野
の
上
の
う
は
ぎ　
　
　
　

狭
岑
の
山
の
野
辺
一
帯
の
嫁
菜
は
、

　
　
　

過
ぎ
に
け
ら
ず
や　
　
　
　
　
　
　
　
　

も
う
盛
り
が
過
ぎ
て
し
ま
っ
て
い
る
で
は
な
い
か
。

（
巻
二
・
二
二
一
）

○
妻
も
あ
ら
ば　

せ
め
て
妻
だ
け
で
も
こ
こ
に
い
た
な
ら
ば
。
○
食
げ
ま
し　
「
食
ぐ
」
は
食
べ
る
意
の
下
二
段
動
詞
。「
ま
し
」
は
反
実

仮
想
。
○
う
は
ぎ　

嫁
菜
の
古
名
と
い
う
。
若
芽
を
食
用
と
す
る
。
○
過
ぎ
に
け
ら
ず
や　
「
け
ら
」

は
過
去
の
助
動
詞
「
け
り
」
の
未
然
形
。「
ず
や
」
は
眼
前
の
事
実
に
つ
い
て
人
の
注
意
を
喚
起
し
、

同
意
を
求
め
る
語
法
。「
や
」
は
反
語
。

　

⒁　

沖
つ
波　

来
寄
す
る
荒
磯
を　
　
　
　
　

沖
つ
波
の
し
き
り
に
寄
せ
来
る
荒
磯
な
の
に
、

　
　
　

し
き
た
へ
の　

枕
と
ま
き
て　
　
　
　
　

ま
あ
こ
の
人
は
そ
ん
な
磯
を
枕
に
し
て

　
　
　

寝な

せ
る
君
か
も　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

横
た
わ
っ
て
お
ら
れ
る
よ
。

      （
巻
二
・
二
二
二
）

○
来
寄
す
る
荒
磯
を　

海
岸
に
う
ち
寄
せ
る
波
に
つ
い
て
は
ヨ
ス
を
い
う
こ
と
が
多
い
。「
を
」
は
、

長
歌
の
「
繁
き
浜
辺
を
」
の
「
を
」
と
同
じ
く
、
格
・
逆
接
・
詠
嘆
を
表
わ
す
。
○
し
き
た
へ
の　
「
枕
」

の
枕
詞
。
○
枕
と
ま
き
て　
「
ま
く
」
は
枕
に
す
る
意
。
○
寝
せ
る　

長
歌
「
こ
ろ
臥
す
」
と
同
様
、

沙弥島「人麻呂碑」と瀬戸大橋
2017年5月5日
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死
ん
で
横
た
わ
っ
て
い
る
こ
と
を
い
う
。「
寝な

す
」
は
下
二
段
動
詞
「
寝ぬ

」
の
尊
敬
態
。
挽
歌
に
お
い
て
、
生
き
て
い
る
人
に
対
す
る
よ

う
に
「
寝
す
」
と
い
う
の
は
、
こ
の
例
の
み
と
い
う
。

◆
狭
岑
の
島
は
現
在
、
沙
弥
島
（
香
川
県
坂
出
市
沙
弥
島
）
と
呼
ば
れ
る
。「
ナ
カ
ン
ダ
浜
」
と
呼
ば
れ
る
浜
辺
は
、
昔
の
面
影
を
残
す
が
、

埋
め
立
て
に
よ
っ
て
若
干
の
潮
の
流
れ
の
変
化
に
よ
っ
て
浸
食
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
た
。
し
か
し
、
緩
や
か
に
孤
を
描
く
浜
辺
に

降
り
立
つ
と
、
遠
く
に
鷲
羽
山
の
山
容
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
塩
飽
諸
島
の
島
影
も
波
間
に
は
っ
き
り
と
見
え
た
。
瀬
戸
大
橋
の
た
も

と
に
あ
り
、
坂
出
市
か
ら
埋
め
立
て
ら
れ
、
陸
続
き
に
な
っ
て
い
る
。「
柿
本
人
磨
碑
」
は
昭
和
十
一
年
、
作
家
中
河
与
一
氏
（
香
川
県

出
身
の
小
説
家
・
歌
人
。
新
感
覚
派
）
が
建
立
し
た
も
の
で
あ
る
。
碑
の
裏
の
石
板
に
は
、「
文
武
天
皇
の
大
御
世　

柿
本
人
麿
中
之
水

門
よ
り
こ
の
島
に
航
海
し
來
り　

長
歌
一
首
短
歌
二
首
を
作
る　

中
之
水
門
は
今
仲
多
度
郡
中
津
附
近
な
る
べ
し　

途
上
海
路
の
風
色
を

讃
嘆
し　

こ
の
島
に
廬
り
て　

石
中
の
死
人
を
視　

作
歌
す　

惻
隱
の
心
懷　

哀
烈
の
神
韻
共
に
古
今
に
絶
す　

地
を
卜
し
て
今
そ
の
紀

念
碑
を
建
つ　

人
來
り
て
懷
古
し　

わ
が
民
族
の
血
統
を
思
ふ
べ
し
／
昭
和
十
一
年
十
月
中
河
與
一
記
」と
あ
っ
た
。
昭
和
十
一
年
は
、
二
・

二
六
事
件
が
起
き
、
日
本
の
情
勢
が
変
化
し
て
い
く
時
期
で
あ
る
。
中
河
は
翌
昭
和
十
二
年
、
雑
誌
『
日
本
浪
漫
派
』
に
参
加
し
、
戦
時

下
は
民
族
主
義
に
傾
い
て
い
っ
た
。
◆
風
待
ち
、
潮
待
ち
に
適
し
た
と
こ
ろ
で
、
下
田
忠
氏
は
「『
中
の
湊
』（
丸
亀
市
金
倉
川
河
口
あ
た

り
）
か
ら
船
出
し
て
漕
ぎ
来
た
と
長
歌
に
あ
る
か
ら
、
彼
ら
は
引
き
潮
に
乗
っ
て
東
進
し
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
突
風
は
西
か
ら
激
し
く

吹
き
、
急
い
で
船
の
艪
を
引
き
た
わ
め
て
、
西
風
を
防
ぐ
に
格
好
な
こ
の
浜
辺
に
船
を
つ
な
い
だ
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。」
と
推
定
す
る
。

万
葉
研
究
会
「
明
日
香
風
」
の
下
門
龍
伸
に
よ
る
と
、
二
〇
〇
七
年
七
月
に
沙
弥
島
を
訪
れ
る
と
、
島
に
吹
き
付
け
る
西
風
が
強
烈
だ
っ

た
と
言
う
。
西
側
の
海
水
浴
場
は
荒
れ
て
い
て
も
東
側
の
ナ
カ
ン
ダ
浜
に
廻
る
と
驚
く
ほ
ど
の
静
け
さ
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
下
田
氏
の
見

解
と
も
通
じ
る
。

◆
人
麻
呂
は
、
な
ぜ
讃
岐
を
訪
れ
た
の
か
、
そ
の
真
相
は
分
か
ら
な
い
。
伊
藤
博
氏
は
、
題
詞
に
「
反
歌
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
推
し
て
、

持
統
五
年
（
六
九
一
）
以
前
の
旅
と
み
る
べ
き
だ
と
し
た
。
瀬
戸
内
海
を
西
か
ら
東
に
移
動
し
て
、
那
珂
の
港
で
一
泊
し
、
明
け
て
船
を

出
し
た
と
き
に
、
詠
ん
だ
歌
と
思
わ
れ
る
。
古
代
、
旅
先
に
お
い
て
行
路
の
安
全
を
祈
る
習
慣
が
あ
っ
た
。
⑿
、
⒀
、
⒁
は
狭
岑
の
島
で

朗
誦
さ
れ
た
も
の
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
歌
に
よ
っ
て
旅
先
の
情
況
を
、
都
の
人
達
に
聴
か
せ
る
こ
と
は
、
旅
に
出
た
も
の
の
仕
事
で
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も
あ
っ
た
。
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